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⾃⼰紹介
名前: ⽚岡 勇⼈(かたおか ゆうと)
所属: アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社

ヘルスケア＆ライフサイエンス事業開発部
マネージャー

経歴: 国内半導体メーカー
→外資系ヘルスケア企業

→現職

役割: üヘルスケア・ライフサイエンス領域のお客様の取組みご⽀援
üクラウドに対する⽇本のお客様固有の要件にお応えするため
アマゾン ウェブ サービス (AWS) グローバルチームと連携
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本⽇のセッションの対象と⽬的

対象︓創薬研究部⾨および関連するIT部⾨、パートナーの皆様
※このセッションは特に「ビジネス課題」にフォーカスして
ご説明します。

⽬的︓創薬研究領域のクラウド活⽤事例を通じて、
研究プロセスの効率化、データ活⽤など創薬研究領域の
DX推進のヒントを得て頂くこと。
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Our Mission

地球上でもっともお客様を
⼤切にする企業であること

© 2022, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved.
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AWS は⽣活者・患者をとりまくステークホルダーのインフラをご⽀援

Vendor (技術提供)
医薬品

健康医療機器

ISV・ソフトウェア
SI・サービス

Provider (医療機関)
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クリニック
⻭科

調剤薬局

介護施設・サービス
在宅⽀援

Government (政府)
法規制
公衆衛⽣
研究者

Payer (保険者)
健康保険組合
協会けんぽ
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企業 (総務担当)
〜福利厚⽣〜

(保険会社)
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国内最新事例のご紹介

- AWSへの大規模移行事例：第一三共

-創薬研究領域事例：中外製薬、塩野義製薬、大日本住友製薬

-コマーシャル領域事例：エーザイ

© 2021, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. 

国内における製薬関連のお客様

2

(⼀部抜粋)
国内における製薬関連のお客様
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国内における公的研究・ゲノミクス・予防・介護関連のお客様

国内最新事例のご紹介

- AWSへの大規模移行事例：第一三共

-創薬研究領域事例：中外製薬、塩野義製薬、大日本住友製薬

-コマーシャル領域事例：エーザイ
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国内における公的研究・ゲノミクス・予防・介護関連のお客様

3

(⼀部抜粋)
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国内最新事例のご紹介

- AWSへの大規模移行事例：第一三共

-創薬研究領域事例：中外製薬、塩野義製薬、大日本住友製薬

-コマーシャル領域事例：エーザイ

国内における医療関連のお客様
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製薬バリューチェーンの各段階でご⽀援しております。

製造 営業・マーケティング・
メディカル

臨床開発 患者⽀援創薬研究

ü 共同研究基盤
(データ保管・転送など)

ü HPC (ゲノム解析含めて)
ü AI/ML研究業務⽀援

ü R&Dデータレイク
ü IoT/モバイル

(ePROなど)
ü AI/ML臨床開発業務⽀援

(CRO含めて)

ü デジタルマーケティング
ü RWD・医療DB研究

(MDV社連携など)
ü AI/ML MR業務⽀援

(Commercial DWH/BI含めて)

ü スマートファクトリー
ü GxP/CSV対応⽀援
ü MES on AWS
ü SAP on AWS

ü IoT/モバイル企画開発
ü スタートアップ連携
ü 医療情報GL対応
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インフラから⾒た創薬研究領域の課題

データのサイロ化に
よるデータ利活⽤の停滞

データの⼤容量化に
伴う計算リソースの制限

属⼈的な作業による
⽣産性の低下
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創薬研究領域でAWSを活⽤するメリット

AI/機械学習で
繰り返しの業務を
効率化、研究者が
より付加価値の

⾼い業務を⾏えるように

研究機器データ等を
蓄積し、知財は守り
つつ社内外に対して

セキュアに
データを共有・活⽤

利⽤に応じて
スケーラブルに
規模を拡⼤しつつ
効率よく⾼速な
計算環境を提供

ラボデータの連携スケーラブルな
計算環境

作業の⾃動化
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「中外製薬の創薬研究におけるAWS活⽤事例紹介 –創薬計算化学での活⽤
事例紹介-」

「社内外で⼗分な利⽤実績があるAWSが第⼀選択肢になった」2021年10⽉26⽇CBI学会登壇

・社内既存システムとの連携、構想段階からのAWS担当者との定期的な意⾒交換
・豊富な外部情報ソース・ベンダー候補、計算機リソース・サービスの種類が潤沢。創薬関連ソフトウェアの稼働実績が充実。

https://d1.awsstatic.com/local/health/20211026_CBI_sponsorsession_Chugai_DL.pdf

https://d1.awsstatic.com/local/health/20211026_CBI_sponsorsession_Chugai_DL.pdf
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「中外製薬の創薬研究におけるAWS活⽤事例紹介 –Bioinformaticsでの
活⽤事例紹介-」

クラウド（AWS）に構築するメリット
・スケーラブルな計算リソースとストレージ
・クラウド上の解析結果を⽤いて、新規サービスの展開が容易
・サーバー⾃体の保守/運⽤の軽減

https://d1.awsstatic.com/local/health/20211026_CBI_sponsorsession_Chugai_DL.pdf

https://d1.awsstatic.com/local/health/20211026_CBI_sponsorsession_Chugai_DL.pdf


「アステラス製薬の創薬研究におけるAWS活用事例について〜クラウド
による機械学習ベースのUltra-large scale virtual screening〜」

1. 実現したいこと
数億単位のVirtual screeningをコストを抑え
つつ現実的な時間内で実行する。

https://d1.awsstatic.com/local/health/20211118%20drug%20discovery%20EIB%20seminar%20session%204.pdf

2. 課題
Enamine REALなど大規模Virtual libraryが
利用可能になり、既存の社内サーバーで処
理ができない

3. AWSに決めた理由
・セキュリティ対応の豊富な実績
・AWSの手厚い技術サポートで研究者が環
境を構築可能
・オンプレミスよりコストが低減



https://d1.awsstatic.com/local/health/20211118%20drug%20discovery%20EIB%20seminar%20session%204.pdf

「アステラス製薬の創薬研究におけるAWS活用事例について〜クラウド
による機械学習ベースのUltra-large scale virtual screening〜」

「AWS ParallelClusterのインスタンス変更などもConfigに書き込むだけなので簡単」

- CPU/GPUインスタンスの併用も問題なく活用できた
- コスト最適化のためにSpot instanceを活用し、最後まで計算を完走



創薬研究領域でAWSを活⽤するメリット

AI/機械学習で
繰り返しの業務を
効率化、研究者が
より付加価値の

⾼い業務を⾏えるように

研究機器データ等を
蓄積し、知財は守り
つつ社内外に対して
セキュアに

データを共有・活⽤

利⽤に応じて
スケーラブルに
規模を拡⼤しつつ
効率よく⾼速な
計算環境を提供

ラボデータの連携スケーラブルな
計算環境

作業の⾃動化
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Research &
Discovery

Lab of
the future

https://youtu.be/YSb6h0mvcec

(1) 創薬研究AI/ML –セルジーン

1. PCからNASにデータ書き込み
2. AWS DataSyncでNAS連携
3. データ (種類やサイズ)に

応じて、閉域網 or VPN転送
4. CROからはAWS Transfer for SFTP
5. S3に保管されたら、他のアクションが起動

https://youtu.be/YSb6h0mvcec
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アストラゼネカ： R&D 領域で直面しているチャレンジ

10万の新薬ターゲット/アイデア
から新薬にたどり着くのは

たったの１個
新薬が患者に届くまでに
10年以上かかる

https://youtu.be/9fTF-kK4Ggw
© 2022, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.
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アストラゼネカ： R&D ITで創薬プロセスのスピードと精度を向上する

ターゲット探索 デジタルラボ

画像分析 臨床試験 ⾃然⾔語処理

医薬品設計

https://youtu.be/9fTF-kK4Ggw
© 2022, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.
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アストラゼネカ：技術的課題・Why AWS・アーキテクチャのTenets

技術的課題

1.サイロ化された
データ
(Data silos)

2.パフォーマンスや
キャパシティ不足
(Limited performance
and capacity)

3. AI/ML活用不足
(Limited use of
AI/ML)

Why AWS

1.スケール
(Scale)

2.潤沢な計算機資源
(Computer power)

3.豊富なサービス群
(Service offerings)

4.アーキテクト支援
(Architecture
guidance)

アーキテクチャの
Tenets (教義・信条)

1. マネージドサービス
(Managed services)

2. マイクロサービス
(Microservices-based
architecture)

3. オープンソース
(Open source)

4. IaC
(Infrastructure as code)



アストラゼネカ： AWSサービスを活用して創薬プロセスの各フェー
ズで引き起こすイノベーション

ターゲット探索

デジタルラボ

画像分析

臨床試験

⾃然⾔語処理

医薬品設計

ü ペタバイトクラスのゲノ
ムデータ解析で、1000億
もの統計的な評価を30時
間以内に実⾏

ü AIを⽤いて分⼦の設計を簡
略化

ü 開発したAIツールを70％
以上のプロジェクトで利⽤

ü 機械学習を⽤いて、病理
画像のアノテーションを
⾃動化

ü 研究者はより付加価値の
⾼い作業に従事可能に

ü 機械学習で⾃然⾔語処理を⾏
うことで、医薬品のフィード
バックを迅速に収集

ü 研究員のコロナ禍のリモー
トワークを可能に

ü 研究機器をクラウドにつな
げて、機器データを活⽤

ü 過去の臨床試験データの活⽤
ü 被験者が家にいながら、デー
タ収集が可能

https://youtu.be/9fTF-kK4Ggw

https://youtu.be/9fTF-kK4Ggw


アストラゼネカ：分子フィンガープリント検索

Amazon OpenSearch Service で高速な検索、Amazon EKS と AWS Lambdaを用いた ETL のワーク
ロードを実装

https://youtu.be/9fTF-kK4Ggw
© 2022, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.
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アストラゼネカ：パートナーソリューションとの連携

https://youtu.be/9fTF-kK4Ggw

https://youtu.be/9fTF-kK4Ggw


アストラゼネカ：AI/MLプラットフォームの成果

創薬に要する
時間を
⼤幅に短縮

モデルの迅速
なデプロイ

200以上の
ホストデータと
AIエンドポイント

https://youtu.be/9fTF-kK4Ggw

https://youtu.be/9fTF-kK4Ggw


AWS で実現するクラウド HPC 2022 春
～最大 65% のコスト削減 HPC 向け Hpc6a インスタンスに Deep Dive～

10:00 - 10:05 オープニング

10:05 - 10:20 「HPC専用に作られたAmazon EC2 Hpc6aインスタンス」
アマゾンウェブサービスジャパン合同会社

10:20 - 10:35
「HPC インスタンスで活用されるプロセッサー技術概要」
日本 AMD 株式会社

10:35 - 10:55 「解析ソフトウェア性能を最大化するにはクラウドが必要」
シーメンス株式会社

10:55 - 11:15 「Cradle CFD のHPCチャレンジとAWS Hpc6aによる性能評価」
ヘキサゴンマニュファクチュアリングインテリジェンス

11:15 - 11:35 「AWS HPCを用いた高精細気象予報モデルの構築と検証」
メトロウェザー株式会社

11:35 - 11:55
「並列陽的時間領域FEMによる波動音響シミュレーションのクラウ
ドHPC環境における計算性能」
株式会社安藤・間技術研究所

11:55 - 12:00 Q&A

従来のコンピューティング最適化イン
スタンスに比べて最大 65% 優れたコ
ストパフォーマンスを提供するHPC 
ワークロード向けAmazon EC2 インス
タンス、Hpc6a の提供開始。実際の
活用事例を中心にご紹介します。

https://pages.awscloud.com/JAPAN-event-OE-jp-EIB22-WWSO-CMP-HPC-20220428-reg-event.html

https://pages.awscloud.com/JAPAN-event-OE-jp-EIB22-WWSO-CMP-HPC-20220428-reg-event.html


Thank you!
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